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○委員長（谷口敏也さん）  ただいまから厚生委員会を開きます。 

○委員長（谷口敏也さん）  それでは、休憩を取って本日の流れを確認したいと思います。 

○委員長（谷口敏也さん）  休憩いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  本日の流れにつきましては、１、行政報告、２、管外視察について、３、

次回委員会の日程について、４、その他ということで進めてまいりたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 ありがとうございます。それでは、そのように確認いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  市側が入室するまで休憩いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  それでは、委員会を再開いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  健康福祉部報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する市側の説明を求めます。 

○健康福祉部長（伊藤恵三さん）  本日の健康福祉部の行政報告は４点となります。資料のかがみを

御覧ください。１点目の「第四期三鷹市障がい者（児）計画」と、２点目の「三鷹市高齢者計画・第十

期介護保険事業計画」につきましては、それぞれ年度末の策定に向けて検討を進めておりますが、現在

の検討状況及び今後のスケジュールについて御報告をさせていただきます。 

 ３点目は、最高裁判決に伴う生活保護費等の追加給付事業の進捗状況と廃止世帯受付期間についてで

す。平成25年の生活扶助基準改定に関する令和７年６月の最高裁判決に基づき、本年度に扶助費を追

加支給する旨の事業の進捗状況とともに、このたび国から保護を廃止している世帯への給付分に係る申

出の受付期間が示されましたので、その内容、そして今後の予定についての報告となります。 

 ４点目は、高齢者への高用量インフルエンザワクチン定期接種化の見送りについてでございます。高

用量インフルエンザワクチンの接種経費につきましては、６月補正で予算措置を行い、10月の接種開

始に向け準備に着手をしましたが、先日、国から令和８年度の定期接種化を見送る旨の方針が示されま

したので、その内容についての報告となります。 

 それぞれの内容につきまして、所管の課長より御説明をさせていただきます。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  よろしくお願いいたします。私のほうからは、１番目の「第

四期三鷹市障がい者（児）計画」の策定に向けた検討状況についての御説明をさせていただきます。 

 資料１を御覧ください。今回、策定を進めております「第四期三鷹市障がい者（児）計画」は、現在

の第三期計画に続く計画として、障がいのある方や、障がいのある児童に関する施策を総合的、かつ計

画的に推進していくためのものです。検討に当たりましては、三鷹市障がい者地域自立支援協議会にお

いて、第三期計画の達成状況や統計、実態調査から見た三鷹市の現状などを踏まえながら協議を進めて

いるところでございます。 

 資料１の１を御覧ください。令和８年度の三鷹市障がい者地域自立支援協議会につきましては、全４

回の開催を予定しております。第１回は６月16日に開催し、第四期計画の策定スケジュールと、統計

及び実態調査から見た三鷹市の現状について確認を行いました。第２回は８月25日に開催を予定して

おりまして、第三期計画の達成状況を振り返るとともに、第四期計画の体系案について協議を行います。

今後は、第３回を10月20日に開催し、第四期計画（案）の概要について協議を行う予定です。また、
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第４回は令和９年１月28日に開催し、パブリックコメントへの対応について御意見をいただく予定と

しております。 

 次に、２の「第四期三鷹市障がい者（児）計画（案）」についてでございます。(1)のビジョン・方

向性（案）につきましてですが、まる１、誰もが障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互

に人格と個性を尊重し合いながら共生できるまち。まる２としまして、自らの意思が尊重され、誰もが

住み慣れた地域で生涯にわたり安心して暮らしていけるまち、そして、まる３としまして、持てる能力

を発揮でき、誰もが地域社会の中で個性を生かしつつ、社会の構成員として自立して生活できるまちの

実現を目指すものとしております。 

 このビジョン・方向性につきましては、前期計画の策定時に、自立支援協議会におきまして、十分な

御議論をいただいた上で決定した経緯がありますことから、現時点では大きな変更を予定しておりませ

ん。今後、自立支援協議会にお示しをした上で確定してまいりたいと考えております。 

 また、(2)の基本目標につきましては、まる１、権利が守られ、人格と個性が尊重されること、まる

２、生涯にわたり安心して暮らしていけること、まる３、地域社会の中で支え合いながら生活できるこ

と、まる４、必要なサービスを地域で安心して利用できることの４つを掲げております。前期は７つの

目標でございましたが、第四期につきましては、第三期の内容を継承しつつ、理念との対応関係や、施

策目的が分かりやすくなるように４つに再整理をするとともに、表現を当事者や家族の視点に改めまし

て、行政が何を実施するかだけでなく、当事者や家族にとってどういう状態を目指すのかが見えるよう

な文言に改めさせていただきました。 

 こちらにつきましても、自立支援協議会にお示しした上で確定してまいりたいと考えております。 

 最後に、３の今後のスケジュール案についてでございます。令和８年11月に、健康福祉審議会へ計

画（素案）を報告し、12月には市議会厚生委員会へ計画（素案）を報告する予定です。その後、12月

から翌年１月にかけまして、パブリックコメントを実施いたします。令和９年２月には、パブリックコ

メントの結果及び計画（案）を市議会厚生委員会へ報告するとともに、健康福祉審議会にて諮問をいた

します。その後、令和９年３月に計画を確定する予定でございます。 

 今後も、自立支援協議会をはじめ、健康福祉審議会、市議会厚生委員会での御意見を踏まえながら、

第四期計画の策定に向けて検討を進めてまいります。 

 私からの説明は以上です。 

○高齢者支援課長（青山純一さん）  私からは、イの「三鷹市高齢者計画・第十期介護保険事業計画」

の策定に向けた検討状況について、御説明をいたします。資料２を御覧ください。初めに、１の令和８

年度三鷹市高齢者計画・介護保険事業計画検討市民会議について御報告します。検討市民会議につきま

しては、５月14日に第４回の会議を開催いたしまして、基本指針及び三鷹市の人口推計について確認

をしたほか、頼れる身寄りがいない高齢者への支援及び人材の確保・定着の支援の充実をテーマといた

しまして、テーマ別討議を行いました。 

 また、７月22日に開催いたしました第５回会議では、第九期計画の検証と、次期に向けた取組の方

向性、介護予防サービスを含む各サービスの給付実績、第十期計画の基本方針と目標、認知症施策の推

進に関する計画について検討するとともに、インフォーマル資源の活用をテーマとして討議を行ったと

ころです。今後は、９月17日に第６回会議を開催いたしまして、第九期計画の検証と、次期に向けた

取組の方向性に関して、これまで市民会議委員からいただきました御意見や御質問への対応をお示しす
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るとともに、第十期計画の骨格案について検討する予定でございます。その後、10月下旬に予定して

おります第７回会議において、計画の素案、令和９年１月下旬に予定しております第８回会議におきま

して、パブリックコメントの結果及び計画案をそれぞれ検討する予定にしておるところです。 

 続きまして、項目２の第十期計画のビジョン・方向性（案）について御説明いたします。第十期計画

につきましても、三鷹高齢者憲章を踏まえまして、第九期計画の基本目標である地域共生社会の実現を

継承する案としています。また、基本目標を実現するための６つの基本方針につきましても、計画の継

続性を確保する観点から、基本的な構成を引き継ぐ案としているところです。 

 基本目標の案は、そちらに記載がございます地域共生社会の実現、高齢者一人一人が尊厳を保持しつ

つ、住み慣れた地域で安心して年齢を重ねることができるよう、地域の住民や多様な主体が参画し、互

いに支え合い、助け合い、頼れるまちという案で検討しています。 

 裏面を御覧ください。６つの基本方針のうち、第４の認知症施策に関する基本方針につきましては、

今年度の条例施行を踏まえ、表現を見直したいと考えています。第九期計画では、認知症が正しく理解

され、認知症の人や家族が自分らしく、安心して日常生活を営むことのできる地域文化の醸成としてい

ましたが、第十期計画では、認知症になっても、本人の意思と持てる力が尊重され、希望を持って自分

らしくあり続けられる地域づくりとする案でございます。 

 これは、認知症に関する正しい理解の普及に加えまして、認知症本人を施策の対象としてだけではな

く、意思と力を持った地域生活の主体として捉えることをより明確にするものです。今後、これらの基

本方針の下に各施策や取組を体系的に整理いたしまして、計画の骨格案及び素案として取りまとめてま

いります。 

 最後に、今後のスケジュール案について御説明します。令和８年11月に健康福祉審議会へ計画の素

案を報告した後、12月に市議会厚生委員会へ素案を御報告する予定でございます。また、12月から令

和９年１月にかけましてパブリックコメントを実施いたします。令和９年２月には、市議会厚生委員会

へパブリックコメントの結果及び計画（案）を御報告するとともに、健康福祉審議会へ計画（案）を諮

問する予定です。併せまして、三鷹市介護福祉条例の一部を改正する条例（案）を市議会へ提出いたし

まして、令和９年３月に計画を確定させたい、そういった予定でございます。 

 今後も、検討市民会議等における御意見を踏まえながら、計画の策定を着実に進めてまいります。 

 私からは以上でございます。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  私からは、日程のウ、最高裁判決に伴う生活保護費等の追加給付

事業の進捗状況と廃止世帯受付期間についてを説明いたします。 

 資料３を御覧ください。項番１、生活保護費等の追加給付事業の概要についてとなります。平成25

年に国が実施した生活保護費の生活扶助基準の改定に関しまして、令和７年６月に出された最高裁の判

決を踏まえて、当時の生活保護受給者に必要な扶助費を追加で支給するものです。現役世帯と廃止世帯

に分けて支給いたします。 

 実施体制についてなんですが、当市では、令和８年４月から生活福祉課内に時限的な係相当の追加給

付担当を設置いたしました。正職員２名、会計年度月額職員２名の計４名で専従班を設置して、対応し

ております。 

 続いて、項番２、進捗状況についてです。(1)、現役世帯につきましては、約2,500世帯が対象とな

ります。資料にありますとおり、令和８年５月中旬から７月にかけて、現役世帯のデータを抽出し、算
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定作業を行いました。その後、７月から８月にかけて生活保護システムへの入力を行い、職権により支

給決定を行っております。そして、９月に実際に支給となります。支給日につきましては、口座振込分

は９月15日、窓口支給分は保護費の支給日に合わせて９月３日を予定しております。 

 (2)、廃止世帯につきましては、８月上旬から申出による受付を開始します。市では、実際に昨日、

８月３日から窓口の受付を開始しております。厚生労働省はネット広告や新聞広告、一部コンビニのレ

ジ広告などを行います。市では、「広報みたか」やホームページによる周知を行っております。その後、

受付分については、順次算定作業を行い、支給準備が整った世帯につきましては、追加支給額を10月

中旬に振り込みする予定です。その後は、支給準備が整った世帯ごとに、毎月、月末のタイミングに振

り込み支給を行います。申請の受付は、令和９年７月31日に締め切ります。 

 続いて、項番３、廃止世帯の受付期間となります。当初、厚生労働省は、令和８年夏頃から、令和９

年３月末までの受付期間を想定しておりました。令和８年７月７日に実施された厚生労働省の自治体向

け説明会にて、申請期間の締切日が令和９年７月31日までとなったことが示されました。このことに

伴う市の予算措置につきましては、今後の国の予算措置の動向を踏まえまして検討していきたいと考え

ております。 

 私からは以上です。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  私からは、高齢者への高用量インフルエンザワクチン定期接種化

の見送りについて、御説明をさせていただきます。 

 資料４を御覧ください。まず初めに、番号１の概要です。高齢者への高用量インフルエンザワクチン

につきましては、令和８年秋より定期接種化されることとされ、市においても準備を進めてきたところ

でございますが、令和８年７月に、国から令和８年度の定期接種化を見送る旨の方針が示されたことか

ら、令和８年度に当該ワクチンの接種は実施しないことといたします。 

 番号２の高用量インフルエンザワクチンの概要を御覧ください。このワクチンにつきましては、(1)

のイにございますように、従来型ワクチンと比較をしまして４倍の抗原を含み、免疫機能の低下した高

齢者に対し優れた予防効果が示されています。対象者は75歳以上の方となっており、従来型のワクチ

ンを選択することも可能でございます。接種期間は、従来型のインフルエンザワクチンの接種期間と同

じく、令和８年10月から令和９年１月を予定しておりました。 

 番号３の経緯でございます。高用量インフルエンザワクチンにつきましては、国において標準量のワ

クチンに加え、定期接種に用いるワクチンとして位置づけることとされ、令和８年１月には厚生労働省

から定期接種化に向けた推進体制の確保に関する通知が発出をされました。これを受け、市では、令和

８年秋からの接種開始に向け、令和８年第２回定例会において補正予算を計上し、実施経費の予算措置

を行いました。 

 その後、10月からの事業実施に向けて医師会等との調整を行うなどの準備を進めてきたところです

が、７月21日に厚生労働省において自治体向け説明会が開催され、高用量インフルエンザワクチンに

ついて、製造販売事業者から本年度のインフルエンザ流行期からの供給が困難である旨の報告を受けた

ことを踏まえ、令和８年度の定期接種化を見送るとの方針が示されたところでございます。 

 続きまして、番号４、ワクチン供給が困難となった理由でございます。７月21日の自治体説明会に

おきまして、製造工程における技術的な課題により供給が困難になったということが理由として示され

ました。製造販売事業者が公表した資料によりますと、製造委託先における一部製造プロセスの確立、
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検証に関して想定を上回る期間を要し、供給が困難になったものであり、ワクチンの有効性や安全性に

影響を与えるものではないとのことでございます。 

 市における対応につきましては、番号５にございますように、国の方針に基づきまして、令和８年度

の高用量インフルエンザワクチンの接種は実施しないこととし、医師会等の関係機関と情報共有を図っ

てまいります。なお、今後も定期接種化に向けた動向について注視をしてまいります。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（谷口敏也さん）  ありがとうございます。市側の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

○委員（佐々木かずよさん）  おはようございます。よろしくお願いします。まず、第四期障がい者

（児）計画の策定に向けた検討状況について、御説明ありがとうございました。６月16日、まず１回

目のこの自立支援協議会について検討会が行われたということで、御報告がありますが、そこでどのよ

うな御意見があったのか、大枠で構わないんですけれども、お声があれば教えてください。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  ６月16日の自立支援協議会におきましては、三鷹市の実態

調査から分かる現状というところで御説明をさせていただきました。御説明の中で、市が課題と捉えて

いるところですとか、そういったところでは、自立支援協議会の委員の皆様も同じような認識であると

確認をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  分かりました。同様の認識ということなんですが、今回、この第三期

の計画とほぼこのいろんなビジョン等を踏襲されるという御説明だったんですけれども、例えば、今回、

医療的ケア児の18歳の壁が解消される方向で閣議決定が進んでいるですとか、18歳から成人期に向け

て、これから切れ目のない支援が進められていくという方向性が打ち出されましたが、そういった個別

的な内容は、こちらの計画に盛り込まれて、進められていくという認識でよろしいですか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  委員おっしゃるとおり、個別の課題につきましては、第四期

の計画の中で、検討を記載していく想定でございます。 

 以上でございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  分かりました。今後、予定されているパブリックコメントがあるかと

思うんですけれども、今回、第三期から第四期へほぼこのビジョン等が踏襲されるということで、逆に

どこが変わっていくのかとか、新しい取組はどんなふうになるのかというのが、市民の方には分かりや

すく情報発信、また周知、これが必要かと思うんですけども、どのように検討されているのか、お伺い

します。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  計画をつくった後のことも大事だと思っております。今回も

基本目標、今までは行政側の視点で文言とかを整理していたところですけれども、市民の方から見ても、

課題ですとか、ここを見れば行政の施策が分かるというような形で、家族目線、本人目線での表現とい

うところも入れ込みながら、分かりやすい計画策定に取り組んでいきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  ぜひ市民の方が分かりやすい発信を、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 続きまして、高齢者計画、第十期ということを伺います。こちらも、市民会議が２回行われたという
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御報告なんですけれども、この第４回目のテーマ別討議、これが本当に非常に大事な内容ではないかと

考えます。三鷹市は、この第九期の計画にもありますけれども、単身者の高齢者世帯の増加だったり、

また、御夫婦ともに高齢者世帯が増加している実態ということは、だんだん単身者が増えていくという

ことが見えているこの実態において、結局頼れる方がいなくなる。 

 また、それを今度支える人材の確保、どの分野でも今これは課題でございますが、この辺のテーマで

討議をされたということです。大枠で結構ですが、どのようなお声があったのか、お聞かせください。 

○高齢者支援課長（青山純一さん）  第４回の会議につきまして御報告いたします。今、委員おっし

ゃったように、老老介護の問題であったりとか、今、国でも頼れる身寄りがいないというワードを使っ

て、次期計画の方針等を示しているところなんですけれども、家族がいても、遠方にお住まいであった

り、そんなに遠いところに住んでいなくても、なかなか頼ることができない、そういった家族の関係が

増えてきているというお話を、御参加の委員の方から伺ったところでございます。 

 そのほか、人材についての御提案、御意見も第４回の会議では頂戴いたしました。 

 以上でございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  私の肌感覚というか、コロナ禍以降、社会全体が人とのつながりがさ

らに変わってきているのではないかなというふうに感じるところです。その上で、また高齢者世帯とい

うか、高齢者の方々の孤立化、孤独、これが本当にこれからの大きな課題ではないかと思うんです。 

 その辺を、誰一人取り残さないということを具体的に、この第十期の計画で、もちろん取組も必要で

すけれども、民間だったり、デジタルの活用だったりということを踏まえながら、新しい取組を盛り込

むお考えがあるのかどうか、伺ってもよろしいでしょうか。 

○高齢者支援課長（青山純一さん）  今、委員からお話があったように、社会のつながりが多様化し

てきておりまして、制度に頼った関係づくりだけではつながらない方々が出てきているという認識でご

ざいます。その中なんですけれども、７月22日、先日開催したんですけれども、第５回の検討市民会

議におきましては、インフォーマル資源の活用ということで、国や、もちろん私たち自治体の制度によ

らないサービスに、御高齢の方をどのようにつなげていくかというところも、委員の皆様に御議論いた

だいたところでございます。 

 頼れる身寄りがいない高齢者につきましては、手続支援、死後事務、こういったところが課題となっ

てきています。様々、民間事業者が事業展開しておりまして、その中でも、国のほうでガイドラインを

つくって、適正なサービスが提供されるようにという指導を今しているところなんですけれども、市で

そういった事業について、今後どのように取り組んでいくかということを、まさに今、検討していると

ころでございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  そういった、いろんな民間の活力ですとか、また、今非常に社会が変

わってきているとはいえ、孤独・孤立の方が増えているとはいえ、また、若い方でボランティアに参加

したりですとか、町会とか、自治会とか、いろいろな組織にはまるのはあまりなんだけど、自分ができ

るときに、できることをやりたいという方というのが非常に増えているように、地域を見ていて感じま

す。 

 そういった、今おっしゃっていただいたインフォーマルな資源の活用、また、そういったことをキャ

ッチするアンテナというか、それも持っていただいて、ぜひ計画にまた反映していただければというふ

うに思っています。 
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 あともう一点、人材確保。これからもっと、ますます介護が必要になる方が増えていく中で、昔、介

護難民という言葉を聞いたときに、そんな時代が来るのかと、薄々そうは言ってもと、自分でも思って

いた部分があるんですが、介護を受けたくても、今度受けられなくなるんじゃないかというのが、何と

なくひしひしと、じわじわと迫ってきているような現場、現状、また窮状を伺うことが、最近増えてき

ました。 

 募集をかけても人が集まらない、また、ケアマネさんに関しても、本当に募集をかけても１年、２年

集まらないということを、現場の事業者の方から聞くんですけれども。その辺の人材確保について、も

う少しこの計画に練り込んでというか。難しいところだとは思うんですけれども、今後どういったお考

えで進めていこうとしているのか。今のところでの検討状況で構いませんので、教えていただいてよろ

しいでしょうか。 

○介護保険課長（竹内康眞さん）  この次期、第十期の計画で与えられた大きな命題として、2040

年に向けてどのように準備していくかというところがあります。御存じだと思いますけど、2040年、

高齢者がますます増加して、さらに85歳以上の医療と介護は複合的にニーズが大きくなる高齢者が増

加していると言われております。 

 一方で、いわゆるサービスの担い手となりますような生産年齢人口がどんどん減少していくという、

そういう状況もございますので、まだ十何年かあるとはいえ、すぐにやって来るところでございますの

で、この次の第十期の計画で、今のところ具体的にはお話しできませんけれども、さらに人材確保に向

けて、そして定着に向けて、市として取り組んでまいるように、検討市民会議中心に検討してまいりた

いと考えております。 

○委員（佐々木かずよさん）  ぜひよろしくお願いします。ＤＸとか、ＡＩロボットですとか、様々、

新しい分野を入れにくい分野かもしれないんですが、また、外国人の方の登用ですとか、非常に具体的

な部分で検討していただければというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 あと、こちらの最高裁判決に伴う生活保護費の追加支給事業について、１つ伺いたいんですが、先ほ

ど、こちらの進捗状況についてということで、令和８年９月に現役受給者世帯の追加給付の支給という

ふうにあるんですが、これは、この支給を受けている方は御存じなんでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  支給を受けている方には、生活福祉課から個別に福祉だよりとい

うのを全世帯に配付しまして、この支給日についてもお伝えはしております。これは、７月下旬にお手

紙を送っております。 

○委員（佐々木かずよさん）  すみません、まだですかというお問合せを多くいただくので、じゃあ、

７月下旬に届いているということですね。分かりました。ありがとうございます。 

 最後に、高齢者への高用量インフルエンザワクチン定期接種の見送りということで、１つ伺いたいん

ですが、見送るということで決められたということなんですが、その上で、今シーズンのインフルエン

ザの防衛策等は、何か市として考えていることはございますか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  今回、高用量インフルエンザワクチンは実施しないということで

すが、通常量につきましては、例年どおり実施をいたしますので、こうしたワクチン接種ですとか、あ

るいは手洗いとか、うがいとか、そういったことに気をつけていただければというふうに考えていると

ころでございます。 

○委員（佐々木かずよさん）  分かりました。ありがとうございました。 
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 以上で終わります。 

○委員（太田みつこさん）  よろしくお願いいたします。まず障がい者計画についてなんですが、先

ほど自立支援協議会についての内容をお伺いしたので、すみません、個別のことにはなるんですけども、

第四期の計画の中に認知症の条例策定においての内容については更新するというようなお話があったん

ですが、第三期計画のときに、手話言語条例及び障がい者の意思疎通支援に関する条例制定に向けた取

組を進めるというふうにされていたんですが、こちらの状況については、今回、第四期のほうにはどの

ように反映させていく予定でしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  手話言語条例及び障がいのある方の意思疎通支援に関する条

例につきましては、今後、お諮りをしていく中で制定を進めるんですけれども、計画におきましても、

手話につきましては、障がいのある方の意思疎通支援の一種というところで、また、ほか、様々な障が

いのある方、いらっしゃいますので、そういった方を含めた形で、市としてもしっかりと支援していく

ような方向性を示していきたいなと思っておりますので、その辺は、条例のほうと整合性を図りながら、

定めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（太田みつこさん）  そうしますと、条例制定までに、素案ですとか、関係者との意見交換で

すとかが必要になってくると思うんですが、こちらはスケジュール的には問題ないでしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  条例の制定に向けた取組につきましては、今この８月頃から、

当事者へのヒアリングですとか、そういったものを計画的に進めてまいりますので、そういった情報、

御意見を踏まえた上で、計画のほうにもしっかりと反映していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（太田みつこさん）  計画のほうの反映ということで、当事者の御意見ですとか、その辺をし

っかりと丁寧にやっていただければと思います。 

 また、近年、子どもたちの発達障がい、知的障がい、精神障がいなど、支援を必要とする子どもが増

えておりますが、第三期障がい者（児）計画においてもライフステージに応じた切れ目のない支援とい

うことが掲げられていました。近年の子どもの障がいについて、第四期計画についてはどのように検討

されていくお考えでしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  委員おっしゃるとおり、障がい児に関しましても、最新の情

報ですとか、国・東京都の動向も踏まえた上で、また市の実態調査もございますので、そういった内容

を踏まえまして、計画のほうに反映してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（太田みつこさん）  子どもたちの、この障がい児に関しては、子ども政策部だけではなくて、

健康福祉部のほうでもしっかりと計画のほうに入れていただきたいと思います。早期の支援が重要とな

るケースですとか、これまでの相談件数、障がい児通所支援の利用状況など、いろいろな方向からしっ

かりと検討していただければと思いますが、どのように進めるつもりかお伺いします。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  障がい児との関わりというか、計画の整合性でございますけ

れども、地域自立支援協議会のほうにも、子ども政策部の担当の部長にも御出席いただきながら、御意

見をいただこうと思っております。また、子どものほうと、データですとか、御意見といったものもし

っかりと確認をしながら進めてまいりたいと思っておりますので、そこは連携しながらと思っておりま
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す。 

 以上でございます。 

○委員（太田みつこさん）  今後も、そういった子どもの障がいの支援ニーズというのは増加すると

考えられますので、そちらのほうもしっかりとよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員（蛯澤征剛さん）  よろしくお願いいたします。幾つか確認だけさせてください。資料１のほ

うなんですけれども、先ほど、佐々木委員からの質問で、第１回の協議会について、市と協議会との課

題についての認識を共通理解されたということだったんですけども、この課題について、主にどのよう

な課題が挙げられたのかというのを教えていただけますでしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  自立支援協議会におきましては、委員のほうから、計画相談

の利用人数について、計画見込み値より減少しているけれども、ニーズがないわけではなく、相談支援

専門員の不足ですとか、事業所の不足ということが関係しているのではないかというような御意見をい

ただきました。市としても、その辺りはニーズがないというわけではないというところははっきりとし

ておりますので、その辺りを含めまして、認識としては、委員と一致しているかなというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（蛯澤征剛さん）  分かりました。ありがとうございます。 

 あとは、もう一点だけ、最後の高用量インフルエンザワクチンのことなんですけれども、製造過程に

おける技術的な課題、プロセスに何か非常に時間がかかるということだったんですが、たしかこのワク

チンを開発したのがフランスの会社だったと思うんです。この製造過程というのは、海外で製造してい

て、そこに問題があったのか、それとも国内に持ってきて、そこで製造している上で課題があったのか、

これ、どちらだったんでしょうかね。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  こちらにつきましては、委員御指摘のように、製造販売元、もと

もとはフランスを拠点とする会社でございますけれども、製造につきましては、一部国内で行っている

ということで、その分委託をしている、委託の会社のほうで製造プロセスに課題があったというふうに

伺っています。 

○委員（太田みつこさん）  私も、資料４のインフルエンザワクチンについてお伺いしたいんですけ

れども、今回、先ほど佐々木委員からもあったように、この高用量インフルエンザワクチンをしないと

いうことに対しての対応策なんですけども、手洗い・うがいというようなお話がありました。医師会と

調整をされて準備を進めてきたということで、医師会のほうからは、必要性があるから高用量インフル

エンザワクチンを打つということになったかと思うんですけれども、本当に手洗い・うがいだけでよい

のか、医師会からそれの対策とかいうのは何か出てはいないんでしょうか、お伺いします。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  ワクチン接種に関しましては、御担当の先生と協議を進めている

ところでございます。これ、情報が出たときに、すぐに担当の先生と情報共有を行ったところでござい

ます。今、手洗い・うがいというお話もございました。感染症についての一般的なお話になってしまい

ますけれども、具体的に医師会さんから御助言いただいたという状況ではございませんけれども、国の

情報、動向なども参考にしながら、今後、医師会さんとも相談をしていければというふうに思います。 

 以上でございます。 
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○委員（太田みつこさん）  分かりました。 

 以上でいいです。 

○委員（紫野あすかさん）  よろしくお願いいたします。まず、高齢者の問題も、障がい者の問題も、

当事者が今何に困っていて、こういうところを改善してほしいということを計画に反映していくという

ことが大変大事だと思うんです。この自立支援協議会というのは、どのような方や、団体さんが参加さ

れていて、この計画の策定のときだけではなく、ふだんからもそのような意見交換とか、情報共有など

はされているのかお伺いします。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  自立支援協議会につきましては、計画に沿って議論するだけ

のものではなくて、地域課題ですとか、そういったものを通年通して、当事者の方や福祉事業職員を含

めまして、御意見をいただく場になっております。 

 構成としましては、会長は学識の方ではあるんですけれども、ほかは福祉事業所の職員ですとか、あ

と各障がい種別の障がい当事者の方、また、さらに自立支援協議会の下には専門部会というのもありま

して、その中で当事者部会といった部会もございますので、そのところで、当事者の御意見をしっかり

と聞けるような体制にはなっております。 

 以上でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  分かりました。三鷹市としても、その実態調査など、アンケートも行っ

て、なるべく当事者の声を吸い上げて、計画に生かしていこうと努力されていることは大変すばらしい

ことだと思うので、ぜひ計画に生かしていただきたいんですけれども。 

 どうしてもアンケートにも答えられないという方もおられると思うので、長期的な課題、それから、

この社会の情勢に合わせた目の前の課題というのは、計画の中でも様々に変わっていくものだと思いま

すので、取組状況の見込みと、成果の目標達成状況みたいなのも、前の計画にはありますけれども、こ

れは達成できているけれども、まだこれが課題があるとか、新たにこういう課題が生まれてきていると

いうことを、ぜひしっかりと次の計画には反映していただきたいと思うんですが、その辺りの計画のつ

くり方というのはいかがでしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  委員おっしゃるとおり、まず第三期の振り返りといいますか、

達成状況をしっかりと確認した上で、そこから出てくる課題というものを、引き続き第四期にも継承し

つつ、また新たな課題というのも出てまいりますので、そこも加えた上で、市民の方にとって、当事者

にとって、よりよい計画となるように策定を進めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  よろしくお願いします。先日、聴覚障がいの方たちと懇談する機会があ

ったんですけれども、手話言語条例に関してはすごく期待を寄せておられました。でも、中身がまだ全

然分からないものなので、ぜひどのようなものを目指していくのか、当事者の人たちも一緒になってつ

くっていくような中身にしていただきたいと思うんですが、その辺りはこの計画の中ではどのように生

かしていかれるのでしょうか。 

○障がい者支援課長（嶌根毅晴さん）  当事者の御意見、非常に大事だと、私も認識しております。

ここから、条例制定に向けて、当事者の方、聴覚障がい者協会さんも含めて、様々な御意見をいただく

ことになろうかと思っています。 

 その御意見をいただいた中で、計画策定において、時期的に間に合うものであれば、しっかりと策定
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の中に入れていきつつ、また、計画の中にもし盛り込めなかったとしても、それはしっかりとその年度

の事業実施の中で検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  ぜひ臨機応変に、丁寧に進めていただければというふうに思います。 

 あと、高齢者計画のほうについてでも、その実態調査も行われていて、声を吸い上げようという課題

もはっきり見えてきている部分もあるかと思うんです。今年から、認知症とともに生きるまち三鷹条例

が制定されて、障がい者のほうもそうなんですが、この理念というものが具体的に反映された中身にし

ていただきたいと思うんです。 

 高齢者の認知症対策の施策についての具体的な検討は、この計画の中にきちっと、早期発見であると

か、家族の支援であるとか、相談体制なども組み込まれている中身となっているのでしょうか。 

○高齢者支援課長（青山純一さん）  認知症の計画につきましては、条例の第８条に推進計画を策定

するということで定めております。こちらの内容につきましては、認知症地域支援ネットワーク会議の

中で、ただいま内容を検討しているところでございます。 

 大きな柱を３つだというふうに捉えておりまして、１つは、社会参加、地域での生活の継続、もう一

つが早期発見、早期支援、３つ目が、家族支援が重要だというふうに、この３つを大きな柱として、３

月に向けて計画、施策をつくっていく予定でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  よろしくお願いします。こちらも、これまでも高齢者の課題として身寄

りのない方の支援であるとか、介護人材不足、また、この介護保険制度が使いにくいというような、

様々な課題があると思うんです。これも、当事者の声、ケア労働されている方の声なんかも生かしなが

ら、本人だけでは解決できない課題がたくさんあると思いますので、支援制度についても、この基本計

画の中に盛り込みながらも、目の前で起きてくる課題に対しては臨機応変に対応していただきたいとい

うふうに思います。 

 三鷹市だけでできないような、国や東京都にも求めなきゃいけない課題とかいうのもあると思うんで

す。まだ四期の計画の中身を見ていないんですけれども、そのような広い、多面的な課題についても解

決していけるような計画となっているのかを、確認したいと思います。 

○高齢者支援課長（青山純一さん）  認知症施策につきましては、大変ありがたいところではござい

ますが、認知症地域支援ネットワーク会議、杏林大学のもの忘れセンターのセンター長に座長として就

いていただいておりまして、全国的な動きであったりとか、先進的なお取組をお聞きすることができま

すので、そういったものが施策として、三鷹で実現できるように検討を進めているところでございます。 

 また、委員の中に当事者、あと御家族の方に入っていただいております。私も会議に参加していて、

ああ、こういったところが本当のお困り事だったんだとか、会議に出るたびに新しい気づきを得ていま

すので、そういった条例をつくるときに、2,766人の方から認知症に関する御意見を頂戴しているとこ

ろなんですけれども、支援団体や当事者の方に改めてお話を聞きながら、丁寧に施策につなげていけれ

ばと思っております。 

○委員（紫野あすかさん）  よろしくお願いいたします。先日、厚生委員会でケア労働をされている

方からの陳情が出されまして、こういうことを求めているという具体的な中身が示されて、賛成多数で

議会で可決採択されたんですが、その中身について参考にして、次の高齢者の福祉や、介護の計画に盛

り込むというようなことは検討されておられるでしょうか。 
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○健康福祉部長（伊藤恵三さん）  さきの議会でも、今お話がありましたとおり、ケア三鷹モデルの

推進ということで、陳情書が市議会でも採択され、こちらとしても取組の拡充の必要性は十分認識して

いるところでございます。ケアを受ける方への充実と併せて、ケアを担う人を支える視点というのが不

可欠であると思っております。 

 市でも、これまで介護人材の確保、定着に向けては、新たな担い手の確保のほか、離職防止、定着促

進、介護職の魅力向上、あと業務負担の軽減など、様々な視点から取り組んできたところでございます。

今回、このケア三鷹モデルの推進、幾つか提案いただいております。こういったことにつきましては、

市民会議、あと介護事業者連絡会等で御意見を伺いながら、必要性や有効性、そういった検討を進める

ほか、あと関係団体や事業者等から協力をいただけるかなど、そういった実現の可能性みたいなことも

確認する必要があると思っております。 

 また、特定の職種に限定した対応となることから、公平性の観点での検討も多分必要になってくると

思います。そういったこと、他部署にわたる提案でございますので、他部署と連携しながら、意見交換

しながら、こういった今回の計画策定についても、必要なところは盛り込んでいきたいと考えていると

ころでございます。 

○委員（紫野あすかさん）  先ほど、ケア三鷹モデル、陳情を賛成多数と申しましたが、全会一致で

採択されておりますので、発言を訂正させていただきます。 

 具体的な中身、いろんな他部署との関わりもあるでしょうが、ぜひ前に進めていただけるよう、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 あとは、パブリックコメントについてなんですが、この障がい者（児）計画の冊子は、ちゃんとここ

に切れ目が入っていたり、全部バーコードがついていて、分かりやすい配慮がされているんですが、今

回のパブリックコメントに限らないんですけれども、障がい者の方に対する配慮というのは、一定、必

要なのではないかと思います。 

 特に、今回、当事者の障がい者の方についての計画のパブリックコメントですので、目の不自由な方

が読めるような点字にするとか、読み上げ機能をつけるとか、体の不自由な方がパブリックコメントに

参加しやすくなるような工夫というのは、何か考えておられるでしょうか。 

○健康福祉部長（伊藤恵三さん）  今、この第三期の三鷹市障がい者（児）計画、この右下のほう、

Ｕｎｉｃｏｄｅという音声で読み上げる、そういったコードをつけております。これは、まだ市の計画

でも、全ての計画についているわけではないです。ただ、ここで手話言語条例ができて、障がい全般に

関する意思疎通支援の条例も策定することになっております。 

 情報の弱者に対して、いかに情報を伝えていくかということが必要な視点でありますので、こういっ

た条例の取組を契機にしまして、他部署に広げていきたいなと思っております。これは、障がい者（児）

計画にかかわらず、第十期介護保険事業計画につきましても、検討してまいりたいと思っております。 

○委員（紫野あすかさん）  ぜひお願いします。健康福祉部から広げて、他部署の全てのパブリック

コメントや計画に関しても、このような配慮を今後していただけるように要望したいと思います。 

 次に、生活保護の追加支給です。現在、生活保護を受けていらっしゃる方は、９月３日に現金で、

15日に振り込みでということは、2,500世帯は滞りなくいくんでしょうが、問題は、現在、生活保護

を利用されていない廃止世帯について、どうやって支給をしていくかという点だと思います。申請期日

が延びたこと自体はとてもよいことだと思うんですけれども、本来、追加の給付が受けられるはずの方
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の対象者が漏れなく申請をしていただいて、支給されるためにはどうしたらいいのかというのがあると

思うんです。 

 先ほど、厚労省から、一斉アナウンスで新聞広告を出すとか、レジ広告を出すというふうにおっしゃ

っていましたが、新聞を取っていない方もおられるし、難しいことなんじゃないかなと思うんです。三

鷹市としても、来年の７月31日までに頻繁にお知らせをされていくのか、どういう広報をされていく

のか、今の段階で何か考えておられるでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  市のほうで今考えているのは、やっぱり「広報みたか」やホーム

ページによる周知を中心に考えているところでございます。回数ですか。今、そこまでは想定していな

いんですけど、受付状況に応じて、周知のことについては考えていきたいと思っております。 

○委員（紫野あすかさん）  事あるごとに、お知らせを何らかの形でするべきだと思うんです。以前、

今、生活保護を受けておられない世帯に、個別にはもうお知らせはしないとおっしゃっていましたが、

お知らせをする必要もあるのではないかと私は思うんですが、その辺りはいかがでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  正副の打合せでもお話しさせていただいたんですが、廃止世帯に

は様々な事情がある方がいらっしゃるということと、中には受給していたことを知られたくないという

方もいらっしゃるものですから、そこは配慮しなければならないということは考えております。 

 それから、実際に都営住宅に引っ越したりして、住所を移転している方も少なからずいらっしゃって、

市のほうで廃止時点の住所は把握しているんですけど、そこから先の住所の状況というのが、今、なか

なか捕捉が難しい状況にはなっているという事情もございます。 

○委員（紫野あすかさん）  知られたくないというような事情を抱えておられる方もおられるとは思

うんですが、その方個人に郵便でお手紙が届けば、ほかの方は見ないし、お金が返ってくるんだったら、

知らせてほしかったというのが実情、本音ではあるのではないかと思います。頻繁にお知らせを広くし

ていただきたいというふうに思います。 

 今、三鷹市に住民票はあるけれども、過去にほかの自治体で、生活保護を受けておられたという方も

いると思うんですが、そういう方はどのような申請の方法になるでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  今委員が質問していただいたのは、ほかの場所で生活保護を受け

ていらっしゃる方でということですかね。 

○委員（紫野あすかさん）  ごめんなさい、今はもう生活保護を利用しておられず、過去に他の自治

体で受けておられたという廃止世帯ですね。今、三鷹に住んでいるけれども、平成25年以降は別の自

治体で生活保護を利用されていたけど、今はもう廃止になっているけど、三鷹に住んでおられるという

ような事例の方がいらっしゃるかと思うんですが。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  今お話しいただいたような方につきましては、市のホームページ

や、広報でもお伝えしているんですが、保護を受けていたところの自治体に申請が必要になるというこ

とをお知らせしております。 

○委員（紫野あすかさん）  それであれば、ますますお知らせというか、そういう情報を知らせてい

かなきゃいけないと思います。現在、生活保護廃止になっている方の過去の状況というか、情報みたい

なのは、どの自治体でも共通に把握できているシステムになっているんでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  生活保護を廃止されている方の情報というのは、その自治体ごと

しか持っていないものですから、それぞれの受けていたときの自治体に問い合わせていただく必要があ
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ります。 

○委員（紫野あすかさん）  分かりました。じゃあ、とにかく相談するのは、まず三鷹市に問い合わ

せてみて、そうしたら、武蔵野市に聞いてみてくださいと、こういうふうにつないでいただけるという

か。まず、三鷹市に相談すれば、何とか方法とか、丁寧に教えていただけるということでよろしいでし

ょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  一般的な電話の問合せについては、もちろん、そこは随時お答え

しますし、込み入ったことですとかは、国のコールセンターもありますので、そちらを案内するという

方法も考えております。 

○委員（紫野あすかさん）  分かりました。本来であればもらえるはずだったお金が、もらえていな

かったわけですから、国の責任なんですが、しっかりと渡るように丁寧に対応していただきたいと思い

ます。今回の追加支給は全額ではなくて、まだ残りの部分というか、政府が値切った分があるので、今

後の残りの支給のやり方とか、方法などについて、国からの説明などはあるのでしょうか。 

○生活福祉課長（髙橋逸平さん）  今、委員御指摘のお話につきましては、国からは特に何も話はあ

りません。 

○委員（紫野あすかさん）  本当にちゃんとしてほしいなと思うんです。データの抽出や、膨大な作

業など、４人、人も増やして、この暑い夏、頑張ってくださって、本当に職員さんたちには頭が下がり

ます。今後も丁寧に対応して、１人でも漏れなく届くように、よろしくお願いいたします。 

 あと、高用量インフルエンザワクチン定期接種の見送りについてです。今年の１月に、厚労省からこ

の高用量ワクチンの推進体制の通知が来て、６月の補正予算で可決したばかりということだったんです

が、この６月の時点では、供給が困難になりそうだとかいう見通しについての何かしら情報とか、発表

は全くなかったということでよろしいでしょうか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  この情報、私どもが分かりましたのも、７月21日の自治体説明

会当日に資料が送付をされまして、会議の数時間前に知ったというような状況でございました。ですの

で、６月時点では全く分からなかった状況でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  本当、１月の時点でも、大体の供給がいけるだろうということで、やろ

うというふうになったんじゃないかなと思うんですけれども、供給ができない理由、先ほどもおっしゃ

っていましたが、ナフサ不足とかは全く関係ないということでよろしいんでしょうか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  厚労省の通知、あるいは製造事業者のこういった資料によりまし

ても、製造過程の課題ということでございますので、直接ナフサとは関係ないのかなというふうには承

知をしているところでございます。 

○委員（紫野あすかさん）  分かりました。技術的な課題ということですが、この高用量ワクチンに

ついて、今後の見通しについては国からは何も説明はないのでしょうか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  まだ国から具体的に情報は出ておりませんので、引き続き動向を

注視してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員（紫野あすかさん）  分かりました。この高用量ワクチンについては、抗原が標準量の４倍と

いうことで、高齢者、75歳以上の方が接種する場合の副反応についての懸念を持っているという方の

御意見もありますが、この安全性については、市としては十分検討されて推進するという立場でよろし
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いんでしょうか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  予防接種につきましては、関係法令に基づきまして市が実施する

ものでございます。この高用量インフルエンザワクチンにつきましても、高齢者の審議会、あるいは部

会、委員会というところで審議をされて、安全性を確認された上で実施の方向性が出されたというふう

に承知しております。 

 引き続き、そうした安全性、効果の面につきましても、情報等については注視をしてまいりたいとい

うふうに思います。 

○委員（紫野あすかさん）  もしこれが実施されていた場合の、今までの普通のインフルエンザの接

種と、高用量の場合で、自己負担額というのは幾らぐらいで受けられる予定で進められていたのでしょ

うか。帯状疱疹の予防接種でも、すごい高いほうと、比較的安いほうみたいにあったと思うんですけれ

ども、その辺りはどのように準備を進めておられたのでしょうか。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  ただいま委員御指摘のように、帯状疱疹につきましても、価格が

ちょっと違うものですから、自己負担の額が違うというようなワクチンがございました。そうした事例

も参考にしまして、当初の予定では、高用量につきましては4,500円の自己負担を想定しておりました。

標準量につきましては、これは今年も実施予定でございますけれども、2,500円の自己負担を予定して

いるところでございました。 

 以上でございます。 

○委員（紫野あすかさん）  ありがとうございます。特に、今回対象となっていた75歳以上の高齢

者への接種ですが、安全性の担保や、従来とは違う接種の中身であるということの十分な説明や、フォ

ローの体制、また接種後の健康観察とか、副反応の相談体制などは、今後も必要になってくるかと思い

ます。今回、見送りとはなりましたけれども、今後、高齢者に接種するものとして、しっかりとした安

全対策、安全性を担保するための研究や、支援体制などは、せっかく時間ができたので、準備、計画さ

れるのでしょうか。確認しておきます。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  こちらにつきましても、新しいワクチンということでございます

ので、様々な懸念がある方もいらっしゃるかと思いますので、そうした懸念に応えられるような、丁寧

な説明をしてまいりたいというふうに思っています。 

○委員（紫野あすかさん）  ワクチンに対してはいろいろな考え方を持っている方もおられて、ワク

チンと聞くだけで拒否反応を示される方もおられますので、ぜひ正しい情報をしっかりと伝えていただ

きたいと思います。 

 最後に、これまで行われていた従来のインフルエンザの定期接種については、全く問題なくできると

いうことでよろしいんですよね。 

○健康推進課長（白戸謙一さん）  例年行っておりますワクチンにつきましては、６月に正式にウイ

ルスの株も決まりまして、各社で製造販売の準備がされているというふうに思っておりますので、今年

度につきましても問題ないというふうに承知をしているところでございます。 

○委員長（谷口敏也さん）  よろしいですか。ほかに質問はないですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 以上で、健康福祉部報告を終了いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  休憩いたします。 
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○委員長（谷口敏也さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  ２の管外視察について、本件を議題といたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  休憩いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（谷口敏也さん）  ２の管外視察については、次回委員会にて日程案を確認いたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしということで決定いたしました。 

○委員長（谷口敏也さん）  続いて、３の次回委員会の日程について、本件を議題といたします。 

 次回委員会の日程については、次回定例会の会期中とし、その間必要があれば正副委員長に御一任い

ただくことにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 ありがとうございます。異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（谷口敏也さん）  続きまして、４のその他でございますが、何か皆様のほうからございま

すでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、特にないようですので、本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。ありがとうございます。 

 


